
　リズモー市で行われる 1 年間のイベントの中で最も大
きなイベントが「リズモー市ランタンパレード」です。
今年で 25 周年を迎えるランタンパレードは 6 月 25 日
に開催されました。
　大和高田市マスコットキャラクター「みくちゃん」の
大きなランタンが、昨年に引き続きアイザック・スミス
市長にも担いでもらい、参加しました。リズモー市民の
皆さんに大人気でした。
　さらに今年は、バンブーイングリッシュの生徒たちが
一生懸命、大和高田市の大きな幕にたくさんのメッセー
ジを書いてくれました。その幕をリズモー市に送り、パ
レードに参加しました。ランタンパレードの様子を見よ
うと、2 万人を超えるたくさんの人々がパレードコース
に集まり、幻想的な光を放つランタンを楽しみました。
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▼�リズモー市へ送る幕にメッセージを書く

バンブーイングリッシュの生徒達
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　ランタンパレードの様子

リズモー市ランタンパレード　　　　　　　　　　　　



　2019 年度は 7 月 25 日から 8 月 9 日に、派遣学生
4 名と引率教諭の計 5 名でリズモー市を訪問しました。
　滞在期間中はリズモー市内の学校や公共施設を中心
に訪問し、交流を深めました。

2019年派遣学生PRESENTS

私たちが選ぶ
Lismore’s Best 3

　藤村 典子　植島 綾香
　小池 美里　髙橋 美月
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　群れになって泳いでいる野生のイルカやクジラを肉眼
で観察することができました！

　Byron Bay のシンボルとして知られているのが Lighthouse
（灯台）です。これはオーストラリア最東端に位置し、1901 年に
建てられたという歴史があります。

～観光地～

　若者の街として知られています。地球温暖
化反対を掲げているお店やマリファナで作ら
れた服やアクセサリーがあるお店などがあ
り、独特でおもしろかったです。建物にはア
ボリジニアートが使われ、カラフルでした。
Candle Factory にも行き、キャンドルを作っ
ている所も見ました。



☆ Fish & Chips

☆ S
シ ュ ニ ッ ツ ェ ル

chnitzel

☆生活編

☆学校編

☆ Pie

　白身魚のフライに、ポテトフライ
を添えたものです。ファーストフー
ドとして有名で、多くの人に親しま
れています！

　日本でいうフライドチキンのような
もので、ボリューミーでしたがすごく
おいしかったです。オーストラリアで
は祝い料理として知られており、人気
が高いです。

　中学校が無くて 12 歳から 18 歳ま
での生徒が高校に通っている所や一年
中制服が変わらないことです。

　お風呂に入る習慣があまりないこと
や、外靴で家の中にはいるところです。

　肉やフルーツなどをパイ生地に包んで焼き上げたも
のです。バリエーション豊富です！

～驚いたこと～

～食べ物～
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▲現地での鳥：レインボー・ロリキートの様子

▲リズモー市到着後、市役所内にて

▲ホストファミリー先の子どもとバイロンベイ近くの海岸にて

▲ホストファミリーとさよならパーティーにて

▲ミニヨンホールズにて

　リズモー市での滞在は、学生にも私にとっても
それぞれ充実した 2 週間でした。毎日が刺激的で、
時間が過ぎるのがあっという間でした。
　私は学生の時にもホームステイをしたことがあ
りましたが、まさか社会人になってからもできる
とは思っていませんでした。社会人になってから
のホームステイは学生の時と感じ方も異なり、本
当に良い経験でした。

　リズモー市では多くの方々に親切にしていただ
き、最終日には涙を流しながらのお別れになりま
した。
　今回、歴史ある交換留学制度に参加してくれた
4 人の学生たちには、この経験を忘れることなく、
今後の生活に活かしてほしいです。本当にありが
とうございました。

2019 年引率教諭より
片塩中学校教諭

桐野　由美


